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を行う。 (1)では、命令を次の 4 種類に分類する。 (a)算術演算、論理演算、比較などの基本的な演算、 (b)ジャンプ、分
岐などの制御用の命令、 (c) ロード・ストア命令、 (d)Compiler-Known -Functions を用いた特殊命令。 (2)では、コード
生成に用いるマッヒ。ングルールを生成する。マッピング、ルールは、コンパイラの内部表現で構成されるツリーとター
ゲットとなるプロセッサの命令の対応付けを行うためのルールである。算術演算や論理演算は、コンパイラの内部表
現と命令とが 1 対 1 の関係になるため、マッピングルールの生成を行う場合は、対応した関係、を用いて生成する。し






MIPS-R3000 とその MIPS-R3000 に対してパイプライン構造を変更した場合、リソースの実装アルゴリズムを変更
した場合、命令を追加した場合、レジスタ数を変更した場合のそれぞれに対応したコンパイラ生成を行った。評価の
結果、生成されたそれぞれのコンパイラを用いてアプリケーションを正しく動作させることができた。また、 CISC
プロセッサ用のコンパイラを生成し、正しく動作することが確認できた。さらに、 JPEG Encoder 向けのプロセッサ



















は、 JPEG Encoder を用いた評価を行い、提案手法によって各種のアーキテクチャを実現し、面積、処理性能、消費
電力の各設計品質からの定量的な評価をもとに設計を進め、設計時間 15 時間程度で 12 種類のアーキテクチャの設計
空間探索が可能で、あったことが示されている。
このように、本提案手法を用いることにより、 ASIP の設計空間探索を効率よく行うことが可能となり、 ASIP 設計
の生産性が飛躍的に向上するだけでなく、アーキテクチャの最適化も容易に行えるようになる。
以上の研究成果は、従来の ASIP 設計空間探索向けのコンパイラ生成技術の水準を大きく前進させるものであり、
博士(工学)の学位論文として価値のあるものと認める。
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